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学園を去るにあたり

栗 原 豪 彦

北海学園大学での７年間は，立地のよいキャンパスと広々した研究室な

ど恵まれた環境で仕事ができたことで，実り多いものでした。同僚の諸先

生からは大いに知的刺激をいただきましたし，事務局の方々にもなにかと

支えていただき，心から感謝しています。おおむね素直で明朗な学生や大

学院生とともに教育・研究に従事できたのは幸いでした。当然ながら近頃

は年齢を感じることが多くなりましたが，ともかく大過なく定年を迎えら

れたことでひと安心しています。大学教師にとって「大過なく」というの

は何の自慢にもなりませんが，学内関係者にあまり迷惑をかけずにすんだ

のは何よりというのが率直な感想です。

教育に関しては，基本的な専門知識を身につけさせるという本来の目標

のもと，一部，二部とも私なりにできるだけ丁寧な授業を心がけましたが，

内容や難易度に関しては不満をもった学生もいたようです。本学の特色で

ある２部のクラスは，学力差も年齢差も想像以上でしたが，かなり優秀で

意欲ある学生も混じった多様な学生たちを相手に当初は戸惑いもありまし

たが，今となっては貴重な体験です。またゼミ生たちとの交流を通して今

という時代の若者の思考様式や価値観を垣間見ることができ，日本の大学

教育のあり方をあれこれ考える機会をもてたことも有益でした。

研究については，恵まれた環境で好きなテーマを自由に勉強できたこと

は幸いなことでした。いわゆる公務雑用も敬老精神から押さえていただき

ましたが，そのわりに研究成果をあげられなかったのは忸怩たる思いです。

生来の怠け癖がたたり，やり残した仕事やら読みそびれた本が多く残って

しまいましたが，今後も少しずつ学び続けたいと思います。最後に，自戒

をこめて，後の世代の研究者を念頭においた勝手な感想をひとこと。
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年のせいで，近頃は日本における欧米の言語学の受容の歴史や日本で英

語学や言語学をやることの意味などに思いを馳せることが多くなりまし

た。日本の英語学や理論言語学は，あちらの「流行り」の理論を追いかけ

たり，欧米の研究を日本に紹介しているだけといった昔からの批判は，大

勢としては残念ながら今も当たらずと言えど遠からずと言えるかもしれま

せん。私のような，いわゆる英語学系言語学者が多いのは日本の大学の特

殊事情によるものですが，近年は国内外の最前線で活躍している優秀な研

究者も増え，研究全体の質は〝ratchet effect"もあって確実に上っていま

す。英語が世界の学術用語であることは私たちにはたしかに不利な条件で

すが，近年はインターネットを含む各種のコーパスが利用でき，条件はは

るかに良くなっています。今の50代以下の世代には従来の「壁」を突破し

て「知の仲介者」ならぬ「知の創造者」となりうる人材も少なくないよう

です。独創的な理論を海外に広めるのは，理系ですらそうですが，欧米の

強い抵抗が予想され，そう簡単ではないでしょうが，将来はぜひ実現して

ほしいものです。これに関連して，言語研究の深化と学際化にともない，

言語という認知機構の謎の核心部分に迫るには，研究テーマによっては，

従来のタコツボ型の研究スタイルに代わる，学際チームによる共同研究が

今後は必要になるでしょう。理系では当たり前のことが欧米ではすでに顕

著な傾向になっていることは，アメリカ言語学会の機関誌 Languageの編

集主幹が２年ほど前に指摘している通りです。

最後に，北海学園大学も高等教育の大衆化，学力低下と少子化・18歳人

口の減少といったわが国の大学が抱える問題を免れないことは確かです

が，本学は幸い北海道では大学らしさを失わずにいられる諸条件を満たし

ており，今後とも組織やカリキュラムなどのさらなる改革をとり入れ，個

性的で魅力的な大学をめざしてますます発展してほしいと願っておりま

す。
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